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巻頭言

のかもしれない。あるいは、英雄的人物の功
績や大きな社会的出来事、シャーマンの神秘
体験などが語り継がれるうちに、それらの語
りが神聖化され、次第に神話へと姿を変えて
いったのかもしれない。

神話の特徴は、主としてその口承性と集
合知としての性質にあると言える。神話と
は、文字の発明以前から共同体の中で語り継
がれ、多くの人々の記憶や語りが積み重なっ
てできた集合知の産物であり、共同体の記憶
そのものである。そのため、神話の直接的な
著者を同定することは不可能である。たとえ
ば、『古事記』は稗田阿礼が誦習した伝承を
太安万侶が編纂したものとされるが、稗田阿
礼は語り部であり、太安万侶は編纂者であっ
た。２人は、口伝えで語り継がれてきた共同
体の記憶である神話を文字化・テキスト化す
ることに重要な役割を果たしたが、『古事記』
の原作者とは言えない。

口承文芸であり集合知でもある神話のもう
一つの特徴は、そのストーリーの断絶性であ
る。神話の場合、話の流れが途切れたり、全
く繋がりのない展開になったり、唐突に終了
したりすることがままある。このような断絶
性が生じる要因はいくつか考えられる。まず、
物語が継承される際に、多くの語り手がそれ
ぞれの文化的背景に基づいて物語に手を加え
たため、一貫性が失われた可能性がある。ま
た、異なる集団の神話が集団の統合や集団間
の交流によって１つの神話にまとめられる過
程で、ストーリーの整合性が損なわれる場合
もあるだろう。さらに、神話自体が物語とし
ての完結性よりも宗教的真理の伝達を重視し
たため、宗教的メッセージが優先された結果
として、断絶性が生じたとも考えられる。

神話の特徴として、著者・原作者が不在
である点と、物語の一貫性や完結性を必ず
しも必要としない点を挙げることができる。
これらの点は神話を理解する際に留意して
おくべきだろう。

神話とは、まず第一に、世界がどのよう
に始まり、人間がいかにして誕生したのかを
説明する物語である。また、なぜ太陽が昇り
沈むのか、なぜ雨が降るのか、なぜ山が火を
噴くのかといった自然現象の理由を語り、さ
らには社会の秩序や慣習がどのように成立
したのかを説明する物語でもある。そこには、
神や超自然的存在、英雄などが登場し、それ
ぞれが象徴的な役割を果たす。神話は特定の
社会において、その価値観や世界観、集団の
アイデンティティと深く結びついており、信
仰や儀礼とも密接に関係している。それは単
なる空想の産物ではなく、人々に「真実」と
して受け入れられ、主に口承によって、世代
を超えて受け継がれてきた物語である。

神話と同様に口承文芸に属するものとして、
伝説や昔話がある。神話は、人間存在や世界
についての根源的な問いに答える物語であり、
歴史的事実とは無関係でありながら、人々に
絶対的な真理として受け入れられている。こ
れに対して伝説は、弘法大師の逸話や『ハー
メルンの笛吹き男』のように、実在したとさ
れる王や英雄、聖人、また特定の場所や出来
事についての物語であり、ある程度の歴史的
事実を含むと信じられている。一方、昔話は『鶴
の恩返し』や『三匹の子ぶた』のように、想
像上の物語である。教訓的な意味を持つこと
もあるが、娯楽性が強く、語り手も聞き手も
それを事実として受け取ることはない。

神話がいつ生まれたのかを正確に突き止
めることは困難である。たとえば、古代メソ
ポタミアの『ギルガメシュ叙事詩』や古代ギ
リシアの『ホメロス叙事詩』も、文字として
記録された時期は推定できるが、その口承の
起源はさらに古い時代にさかのぼると考え
られている。また、神話がどのようにして生
まれたかについても、物語の内容から推測す
るほかない。世界や人間の起源、自然現象の
原理、出来事の原因など、意味づけを必要と
する問いに答える語りが、神話の起源だった
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